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β

井尻教授の双対的解釈についての考察

貨幣価値変動会計の一つの新解釈一

1

中 居 文 治

イ ンプ レー シ ョ ン(貨 幣価 値 低 落)下 に お い て は,貨 幣 の価 値尺 度機 能 の喪

失 に よ って 伝 統 的 会 計(名 目資 本 会計)に お け る名 目会 計 数値 は戯 画化 して お

り,統 一一的価 値 尺 度(測 定 基準)に よ る計 算(名 目資 本 会 計 か らの 会計 測定 単

位 の変 更)を 行 な う貨 幣 価 値 変 動 会計(安 定 価 値 会 計一 貨 幣 価値 の 変動 か ら

生 ず る計 算 貨 幣 の 尺 度 多 元 化 を 匡正 す る た め に,会 計 記 録 に計 上 さ れ た名 目貨

幣数 値 を特 定 の 安 定 価 値 基 準 を もっ て修 正 し,春 って,単 一 計 算 尺 度 に統 一 し.

た数 値 に よ る会計 計 算 を行 な う こ と')真 の イ ン フ レー シ ョ ン会 計 一 が 必

要 とな るが,諸 般 の 理 由 に よ り,制 度化 は容 易 に実 現 しそ う に ない 。 この計 算

構 造 に つ い て は,具 体 的数 値 例君}によ っ て,あ る い は 定 式3}に よ って す で に 多

く論 じ られ て きた と ころ で あ る が,い ず れ も,前 述 の 通 り,事 実 に則 して,名

目資 本 会 計 の 測 定 単 位 を 変 更 した(統 一 換 算 した)も の と解 釈 して お り,貨 幣

価 値 変 動 会 計(.般 物 価水 準 変 動 会計)は,通 常,修 正 原 価 主 義(会 計)と も

よ ぼ れ る よ う に,名 目資 本 会 計 の うち の 取 得 原 価 主 義 会 計 の 測 定 単 位 を変 更

(修正)し た もの が 想 定 さ れ て い る(結 合 会 計 に つ い て は,本 稿 で は触 れ な

1}片 野 〔1962〕833頁。

2}た とえばSchmalenbach〔1922〕SS.9-22,Mahlherg〔1923〕,SS.99-106,119-124,Sweeロey

〔1936〕PP.54-1衡,片野 〔1962〕,849-896頁,AccountingPrinciplesBoard〔1969〕,Fhlancial

AccountingStandardsBoard〔1974〕g.
・3)中 居 〔1969〕98-IOI頁,中 居 〔1975〕97-111頁,Ilih〔1975〕vv.18-127,井 尻 〔1976〕175-

187頁。
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い)。 これ に対 して,Ijiri4〕(井 尻 教 授)に よ る新 た な 解 釈 が 提 起 さ れ て い る の

で,そ の計 算構 造 の検 討 を試 み るが,そ れ との 比 較 の た め,従 来 の解 釈(貨 幣

価 値 変動 会計 を測 定 単 位 の変 更 とみ る)に よ る計 算 構 造 を 簡 単 に示 す 。

β n

過去の会計数値をそれよりあとの貨幣価値(一 般物価水準の逆数 と想定),

一般には
,現 在の.貨幣価値に統一修正する.前進法による財務諸表修正法を最 も

素朴な形で定式化す ると次のようになる5)。

期 首および期中前半の貨幣価値に対 して,期 末および期中後半の貨幣価値は

ρ分の1に 下落 している(一 般物価水準はρ倍になる〉と想定 し,X項 目に

ついて,茄 は期首在高(損 益項目については期中前半取引},Xは 当期純増加

高(期 中後半の取引高),エ 。はX。 に対す る貨幣価値修正差額,エ はその他

(この例で は諸経費など)の 貨幣価値修正差額(こ の例では,Xに 対する貨

幣価値修正差額はゼロ,こ の点は以下のIjiriの想定 と同じ)と する。

次 に示す貸借対照表 ・損益計算書 ・貨幣価値修正勘定より,名 目利益Pと.

実質利益(修 正後利益)Pと の関係および貨幣価値修正勘定を構成する項目

間の関係は次の通 りである。(4頁 へ続く)

期 首 貸 借 対 照 表

地

産

産

権

資

資

債

性

.

却

産

金

土

償

棚

現

恥

恥

為

畠

資 本 金

積立金・繰越利益

減価 償却累計額

債 務

　

ロ

む

ロ

K

S

8

C

4)Ij廿i〔1976〕.

5)財 務諸表修正法のよ り一般 的な定式 は,中 居 〔1992〕に示 され てい るが,IjirL〔1976〕 と同 じ

記号 が別の意味 に使われて いて まぎらわ しいので,中 居 〔1969〕の定式 を示す。計算構造の解釈

には,中 居 〔1975〕の元帳記録修正法 とともに,差 異は生 じない。
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名 目期 末 貸 借 対 照 表

(473)3

●

地

産

産

権

貸

費

債

性口

卸

金

去
土

償

棚

現

Lo+L資 本 金

Fb十F積 立金 ・繰越利益

ム 減価償却累計 額

P。+P債 務

当 期 純 利 益

名 目 損 益 計 算 書

臨+K

So

β。十B

c。十c

P

売 上 原 価

諸 経 費

減 価 償 却 費

営 業 外 費 用

当 期 純 利 益

Q売 上

A営 業 外 収 益

B

亙。

P

貨 幣 価 値 修 正 勘 定

り

R

R

50≡So(ク ー1)'o=五 〇(ρ一1)

60=β 。O-1)充=瓦 ψ一1)

to=Co(P一.1).io=loW-1)

掩=R。(ρ 一1).4。=Do(ρ一D

κ。二KD(p-1)8。=E。(ρ 一1)

な お 減 価 償 却 率 を乃とす れ ばlB=(凡+F)×hb=ゐx玩 仕 入 ・

売..Lと も期 中 後半 の取 引 と し,先 入 先 出 法 を想 定 す る。

.前進 法 修 正 期 末 貸借 対 照 表

土 地 五。十L十lu

償 却 性 資 産 凡+F+あ

棚 卸 資 産 右

現 金 ・ 債 権Do+D

資 本 金 瓦+K+砺

積立金 ・繰越利益so十5u

減価償 却累計 額B。+β+δD+わ

債 務c。+c

当 期 純 利 益 戸

前進法修正損益計算書

兄 上 原 価

諸 経 費

減 価 償 却 費

営 業 外 費 用

貨幣項目保有損

当 期.純 利 益

ρ+ゴo

β十 〇

Eo十 β。

do

P

売 上

営 業 外 収 益

貨幣項目保有益

πo十 掬

ー
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損 益 法 計 算 に よ る

P=(Ro十R十 乃)一(ED十Q十 β 十A十 恥 十 ∫o十の 十(co-do)… …(1)

(1)式 に

1⊃=(1～o十 」～)一(Eo十Q十B十 ノ4)...・ 、 ・・・…(2)

δを 代 入 す る と
,

P=P十 面 一(eo十fo十 西)十(CO-4。)・ ・一(3)

(3)式 を 変 形 す る と,

P-P=架 空 利 益(損 失)

=費 用 計 上 不 足(%+∫ 。+δ)一 収 益 計 上 不 足 物

' 一 貨 幣 項 目 保 有 益`
皿+貨 幣 項 目 保 有 損do… …(3γ51

財 産 法 計 算 に よ る

P={La十L十'。)十(九 十F十 ん)十 ム 十(Do十P)}一((Ca十(⊃

十(Bo十B4-bo十 西)十(」鴎 →一」(十ko)一 ト(so一←50)}∴ 一・・(4).

(4)式 に.

P={(Lo十 五〉十(端 十 の 十 ち 十(Do十D)}

一{(C
o十C)十(Bo十B)十(」 脇 十1【)十So}.・ ◎・…(5)

を 代 入 す る と,

P=P十(la十 あ)一(bo十 わ十 んo十50)..… …(6)

ま た(3>(6)式 よ り,

配o='o十 充 十 ゴo十do十eo一 〔so十CU十bo十ro)… …(7)

こ の(7)式 は,.貨 幣 価 値 修 正 勘 定 が 資 本 金 勘 定 の 附 加 勘 定 で あ る こ と を 示 す 。

ま た(7)式 を 変 形 す る と,

CO-do=(to十 ん 十fo-bo》 一(北o十So)十(6。 一ro)...… …(7)ノ

III

井 尻 教 授(以 下Iji■i〔1976〕 に 関 す る.晋 及 で は,Ijiri)は,(一 般)物 価 水

6)こ の関係 は,定 式化 は して いないが中居 〔1966〕p、59で すでに指摘 している。
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準 財 務 諸 表(貨 幣 価 値 変動 会 計)と 伝 統 的 財務 諸 表7,(名 目資 本 会 計)が,同

じ会 計 原則 の 下で 異 な っ た測 定 単 位 に よ り作 成 さ れ て い る とい う主 張(米 ・会

計 原 則 審 議 会巳},米 ・財 務 会 計 審 議 会9」の見 解 で あ り,貨 幣価 値 変 動 会 計 に 関

して は 通 説)を 正 しい.o,と しなが ら,(一 般)物 価 水 準(修 正)デ ー タが 正確

に は何 を 意味 す るか につ い て 多 くの 不 満 が 会計 関係 者 に生 じて きて い る11>こ と

に対 処 す る た め,測 定 単 位 が 異 な る もの との一.一般 物 価 水 準 財 務 諸 表 の 解釈 が財

務 諸 表利 用 者 の準 拠 枠 と して確 立 す る まで は,新 た な財 務 諸 表(一 般 物 価水 準

財 務 諸表)の 受 入 れ を容 易 にす るた め に,伝 統 的財 務 諸 表 と(一 般)物 価.水準

財 務 諸 表 の 間 に橋 わ た し をす るの が 適 切 で あ る'21と して,(一 般)物 価 水 準 財

務諸 表 を伝 統 的財 務 諸 表 と同 じ測 定 単位 で示 すが,異 な つ.た会 計 原則 の 下 で作

成す る13)と い う新 解 釈 を提 示 す る。

これ に よれ ば,次 の 二 つ の 点 で 会計 原 則 の修 正 が 必 要 と な る'%

i)利 益 計 算 要 素 と して,非 貨 幣資 産 ・非.貨幣負 債(お よび 費用 ・収 益)に

そ の物 価水 準 利 得 ・損 失(pricelevelh・ldinggainsandlosses)を 認 識 す

るQ

ii)自 己 資 本sの 購 買 力 を 維 持 す る た め に 物 価 水 準(自 己)資 本 費 用

(pricelevelcapitalcharges)を 利益 に賦 課 す る。

物 価 水 準 の 語 は,保 有利 得 ・損 失,資 本 費 用 が 市 価 で な く一般 物 価 水 準 変 動

に よ り測 定 さ れ て い る こ とを 強調 す る た め に 用 い られ て お りIS),ま た 非 貨 幣資

産 と非 貨 幣 負 債 の 価 額 が 一般 物 価 水 準 変 動 に比 例 して 増 加 す る と仮 定 され てい

る16)。

7)こ こ で は,取 得 原 価 主 義 会 計 が 想 定 さ れ て い る 。

8)AccountingPrinciplesBoard〔1969〕.

9)FinanciatAccountingStandardsBoard〔1974〕.

10)11)[j吐i〔1976)p.228.

12)Iii.〔1976〕P.237.

13〕 且jiri〔1976〕P.2臼8.

14)Iliri〔1976〕PP.228吟237,

15)Ijid〔1976〕p.238.

16)Ijm〔1併6〕P.230、

.

風
F
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貨幣資産 ・負債Mの 純物価水準保有利得をQ,〔 期中に認識され る)認 識

純物価水準保有利得をH(非 貨幣資産 ・負債Nに 関するもののほか損益項目

に関するものを含む)1(期 中に認識される)物 価水準(自 己)資 本費用 をろ

期末 ・期首の(....般)物 価水準指数の比をρ とすると,

轟
M+Nう ≡ 乎(δ は,数 値N,Sが 期 首 〔一 般 〕 物 価 水 準 で 示 され て い

る こ とを 示 す 。 この こ とは,貸 借 対 照 表 恒 等 式 が,〔 一 般 〕 物 価

水 準 の 変 動 が あ る 毎 に新 し く作 られ る,期1..11取 引 は 期 末 〔一 般 〕

物 価 水 準 と同 じ時 点 で 発 生 と想 定 され る こ と を意 味 す る 引 用

者)

の恒 等 式 よ り,

r(ρ 一1)M=ψ 一1)1v一(ρ 一1)S。
.

とな る。

この 等 式 は,

純(一 般)物 価 水 準 保 有 利 得Q=一(ρ 一1)〃

を,双 対 的対 立物(dualcounterpart一 ・Eと1>

H-1=(ρ 一1)1Vし(p-1)S'

で 説 明す る こ とを可 能 に し,新 しい(一 般)物 価 水 準 財 務 諸 表 の 解 釈一 双 対

的 解 釈 が生 れ る且ηと され る。

この 双 対 性 を強 調 す る に は譬 喩 が適 切 と して,(一 般 物 価 水 準.ヒ昇 とい う同

じ現象 につ い て 引 用 者)公 的解 釈(通 説)は,汽 車(非 貨 幣項 目)が 停 止

して い て地 面(貨 幣 項 目)が 後 退 す る(価 値 減 少 す る)と 解 す る の に 対 し,

Ijiriの 双 対 的 解 釈 は,地 面 が停 止 して い るの に 汽 車 が 前 進 す る(価 値 増 加 す

る)と 解 す る もの とす る凶。 しか し,こ め 譬 喩 に よ って も,双 対 的 解 釈 の 計 算

構 造 は,Qが ∬ と1〔 双 対 対 立 物)で 説 明 で き る とい う以 外,筆 者 に は 十 分

理 解 で き ない 。

17)Ij面 〔1976〕P.232.

18)Ij垣 〔197巳〕pp232-3.
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w

双 対 的 解 釈 の 計 算 構 造 は,次 掲 のIjiriの 物 価 水 準 修 正 展 開 表¥¥9j(Sprea

dSheetfortheP■lce-LevelRestatement)� ﾉ�謔 ﾁ�ﾄ�ｾ�轤 ｩ�ﾆ�ﾈ�驕 B�ｱ�黷ﾍ,�

� v�譓 ��R�c� �k1969� l�ﾌ�ﾝ�痰 ﾌ�､ち1968� N�奄 ﾌ�C�ｳ�燒 ｱ�舶¥20)� ﾉ�ﾂ�｢て,� ｱ�
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v� 鼈 � p者)�
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ﾆ�ｨ�ｿ�� ��走 {�� p�ﾆ�ｵ� ﾄ�u�W�J�¥�v�ﾌ�ﾅ�ｺ�唐 ﾉ�ｦ�ｳ�黷 驍 謔 ､�ﾉ�ﾄ�ﾒ�ｬ�ｳ�黷 驩

ﾟ�� � ｦ�ｷ�

B�`�搏 I��v(� ｼ�ﾚ�走 {�� v�ﾉ�謔�)P� ﾆ�齡 ﾊ�ｨ�ｿ�� ��C�ｳ��v(� ﾝ�ｼ�ｿ�
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,P=P+.H-1-J� c…(a).

.�ﾆ�ﾈ�驕 B�� ﾌ�I�ﾉ�ｦ�ｹば,P� ﾍ第37� s�ﾚのConventi。nalEamings985000,

1�ﾍ第38� s�冾ﾌPLCapital△Charges△504,834,H� ﾍ第39� s�ﾚのPI.Hold

-ingGainsRecognized589,537,P� ﾍ第41� s目(� ﾅ� I行)のPLRestate

dEarnings304,914,� m�ﾍ第40� s�ﾚのPastPLHolding△GainsRealized�

｢764,789� ﾅ�｠�驕 B�ﾅ�繧 ﾌ�mは,� ﾀ�ｻ�ｨ�ｿ���(純)� ﾛ�L�� ｾ�ﾆ�謔 ﾎれ,� 槙

喆 ｪ�� ﾓ�ｭ�ﾟ�ｽ�ﾟ�獅 ﾌ�F�ｯ�ｨ�ｿ���(純)� ﾛ�L��ｾH� ﾌ�､ち,� 槙 冾 ﾉ�ﾀ� ｻ�ｵ�

ｽ�ｪ�ﾅ�｠�驕

B�ﾝ�ｼ�ｿ�l�ﾏ�ｮ�� v�ﾌ�ﾊ�煢 � ﾟ�ﾉよ.るPとP� ﾌ�ﾖ�W�ﾌ最:�熨 f�p�ﾈ�闔 ｮ化(�

O掲2-4頁)� ﾆ�ﾌ�ﾎ�艪 � ｷ�黷ﾎ,� O�fの(3)(6)� ｮ�謔闢 ｾ�轤 黷

颪a-do=('o� 黹gノ6)一(bo� ¥ゐ)十(ゴo十20�齊闊鹵-ro)一(丸o十go)� E�E�E…(7)

'�ﾉ�ｨ�｢て

,�ｶ辺C� B一4�BはIjihのQ

,�E�ﾓの('。+乃)一(� ﾝ。+の+(20+� ﾃ。+�､一%)はIjiriのH

,19)Ijhi〔1976〕p、234

.20)� ｯ�ｶ�ﾝ�痰ﾌ1967�N�痰ﾌ�C�ｳ�燒ｱ�舶¥�ﾌ�ﾊ�烽ﾉ�謔驩�ﾟ�ﾅ�ﾌ�ｪ�ﾍは,Iliri〔1975〕PP,124-126

,�苣 K〔1976〕183.185�ﾅ�ﾉ�ｦ�ｳ�黷ﾄ�｢�驕
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TARi.E 1 4fif~/h~

Date Sourtt:
APB Statement No 3
196N Restatement

SPRAAU

Monetary
Assets less
Liahiliues

PRICE-LEVE1.

Norunonetary Asset=. and

Trarnacticns Irvler
Marketable
Securities Inventories

Prepaid
Expenses

1. Balance 12/31/fi7 m $67
2. PL Gains (roll forward)
3. Current Sales
4. Add. to Deferred Income
5. Add. to Deferred Income
6. Add. w Deferred Income
7. Add. to Deferred Income
8. Proc. from Sale of Equip.
9. Prac. from Sale of Secnr.

10. Purchases of Inventories
11. Selling & Adm. Expenses
12. Federal Income Taxes
13. Dividends
14. Dividepds
15. Porch. of Prop. Plant Eq.
lfi. Porch. of Prop. Plant Eq.
17. Porch. of Prop. Plant Eq.
18. Add. tn Prepaid Expenses
19. Add. to Prepaid Gxpenscs
20. Cost of Securities Sold
21. Cost of Sales: Beg. lnv.
22. Cost of Sales: Purchases
23. Cost of Sales : End inv.
24. Cost of Sales: End. Inv.
25. Frepaid Expenses Expired
26. Prepaid Expenses Expired
27. Prepaid Expenses Expired
28. Gst of Equipment Sold
29. Depreciation
30. Depreciation
31. Depreciation
32. Depreciation
33. Deferred Income Realized
?A Deferred Income Realized

35. Total PL ~ Gains

1.039
1.014
1.029
1.019
1.010
1.000
1.019
1.000
1.074
1.019
1.019
1.019
1.000
1.029
1.019
1.010
1.010
LooO

2

02

03.20.000

6,880,000
20,000
10,000
30.000
10,000

241,000
1,60Q000
0,458,000
2,580,000
X030,000
0100,000
X100,000
X300,000
0200,000

0300,000
014,000
ozo.ow

1

of

654,

64,

ns.

000

510°

600

5.987
233

20.744

06,220
020, 744

3.196
2.390

320

505°

412

825
412
128
00(I

49,

1,

14,

20.

035.

03.

~4.

2fi1

921'

6 S8fi.128

14C

OOC

262
030
000

36. Balance 12/31/68 in $68 1.069 000 43.030

37.
38.
39.
an

Conventional Earnings
PL Capital ~ Charges
PL Holding Gains Recognized
Past PL Holding ~ Ga'ms Realaed

41. PL Restatul Eamings

64,
0218.

510

fi017

519

0523

917°-`'
tOW

2,061`-`'
~2 292~
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修 正 展 開 表

SHEETet)R

RESTATEMENT

△Liabilities △ Sharehりldefs Equ三ty Past

Properties △Deferred △Capital △Retained 1968 PI,△Gam

PLHIdg
△Gains

inNet income Accounts Eami皿gs △Rじv.一E蕊P. Reoogni`ed Rea且ized

8,423,405 △-00,900 △5 ,893,670△7 099506,■

一一

一

328.513己 △3、935` △229,853ノ △276.8819

一

△117 ,780

.一

一 一 一 一 △27,256,320 376,320" 376,32T
一 △20,580

一

一 一
580Y「

一

一

△10,190

一一

… 19v,

一一

△30 ,300
胴...

一一

30併 「 一

一

△10 ,000
一 　 }

一

一

一一一

一

一

△245,579 4,579島 「 .4,579曜

一

『 一.

一

△1 ,50〔〕、000
一 一

一

一 一 一 　 △286,412ド

一一

一 一 一 2,616,120 △36,120" △36,120"

『

一一一

638,820 △8,820h' △8.82び
一 一 一 101,900

一

△1 ,900'
一 　

一

100,000

一一一

308,700

一

一 一 　 △8,700"

一

202,8〔 刀

一

一

一一

△3 ,800=,
一

303,000
醒、.一

一一

一 △3.0

一

一 一 『 『 一 7
△14び

一一一...一一

一 一 一

一一一

一 1,718,600 一 △218 .600'

一

一 一

一

6,220,825 一 △280 .825メ

一一一..一

20,744,412 一 △2鴎,412'

一一一

一 △3,196,128 一 44.】28∫

一

一一...

「 △2,390,DOO }

一一一

一 一 35,262

一

△2.262魔

一

一 　

一

3,030
} △30t

一一一

} 一 4,000 　 一

△204 1225
　 一 一 204,225

一

△24,225「

△2 ,認6、38ア
『

一

} 21326,387 △336,呂87「

△30,870

一

一 一 30,870

一

△870「

△20 ,380

一一一

20,380 一 △380,

△30 ,300
一

一

30,300
一 △300'

一 104,835

一一

△104,8ヨ5

一

4、835郷
一 20,580

一

一 △20,580 　 58〔四

一

一

一

△84,703 △84,703 △764,789

6,955,256 △50,49〈 〉 △6 ,123,523 △7,174,487 △304,914*

一 」.

一 一 一 　

一

　
344,0131.

△362,162

一
ご一`F8一 『F△5

,005 翔

5.姐5

ノム229
,853

一

　

π一9「△274
,98】

=

一
一ハム335

.959
"335

,959

今504,834

589,537
△764 ,789

一

　 }

.一

一
84,703
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(た〇+So)はlj頭 の ∬に

内 容 的 に 等 しい 。

した が って,上 掲(6)式 に示 され る財 産 法(貸 借 対 照 表)計 算 に よ る修 正計

算 式.

る 　
P=P十(」 。十あ)一.(bo十の 一(κ〇十so)

をIjiriの 前 掲 式 と対 比 す れ ば,

P=P十{(to十 乃)一(δD十の 十(あ十 両十δ一ro)}一(編 十So)

一(ら十恥十b-r
o)

=P十H-1-1

.とな り,Ijiriの 双 対 的 解 釈 は,財 産 法計 算 に よ る利 益 修 正 を別 の 形 で 示 した も

の と考 え られ,損 益 計 算 書 の修 正 は な さ れ な い こ と とな る2%修 正 貸 借 対 照 表

は 「展 開表 」 の第36行 目Balance12/31/68in$68に 示 さ れ て い る 。

た だ し,「 展 開表 」 で は,自 己資 本 項 目(株 主 持 分sha■eholders'Equity)の

一 部 と して
,「 損 益 計 算 書 修.正」 と明 示 は され な い が,修 正 損 益 計 算 書 が 作 成

さ れ一 右 か ら3番 目の欄1968△Rev.一Exp.,貨 幣項 目の 一般 物 価 水 準

保 有 利 得 ・損 失(貨 幣 項 目保 有 損 益)も,そ の 欄 の 第35行 目TotalPL△

Gainsと 右 か ら2番 目 の欄PL△GainsRec⑪gnizedに 示 さ れ て い るが,い ず

れ も双 対 的解 釈 に起 因 す る もの で は な い。

認 識 物 価 水 準 保 有 利 得 ・損 失Hに は,貸 借 対 照 表 項 目修 正 差 額(上 掲 のto

+ん 一酉o)だ けで な く,収 益 ・費 用 修 正 差 額(f。+θ 。+う一ro)を 含 め た の で,同

額 を実 現 物 価 水 準 保 有 利得 ・損 失 ノ と して控 除 す る こ と とな る。(収 益 ・費 用

も一 旦 資 産 ・負 債 計 上 した後,期 末 に収 益 ・費 用 化 す る と想 定 され て い る鋤。)

こ の 点 は,財 産 法 計 算 に よ る修 正 を複 雑 に して い るが,他 面 で,Qは 明.示さ

21)火 原 〔1984〕65～ア0頁で,火 原教授 は,通 説による一般物価水準会計の定式化を損益法修正 ・

財産法修正ともに示 した後,Iliriの新解釈の定式化を示しているが,そ こには,Ijlrlの定式はそ

れとの指摘はないが財産法修正計算の一つのみ示され,通 説の損益法修正計算に対応するものは

示されない。しか し,火原教授ぽ,Ijiriの新解釈では,損 益法修正計算がありえないことには言

及していない。

22)1面 〔1卯6〕P.235.
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れないけれども,Q=H-1を(a)式 に代入するとP=P+e一 ノの関係(前 掲

の〔3〕式)が 得られることより,同 時に損益法による修正計算をも部分的に含

意するともみられ,巧 妙な解釈を示 しているともいえよう。

しかし,Hに 含まれる実現物価水準保有利得 ・損失 ノ(こ の語 も,前 述のご

とく,.前掲の通説による修正計算式 との対比により,収 益 ・費用修正差額であ

ることが判明するが,そ れ自体,理 解の困難な概念である)を 除く,認 識(一

般)物 価水準保有利得 ・損失および(一 般)物 価水準資本費用は,Pと.Pを.

つなぐ単なるプラス ・マイナス項目(貸 借対照表項目の修正)に す ぎないのに,

実質的な損益(損 益計算書項目)と 誤解されるおそ.れがあろう。この点は,

Mahlberg符:1が,彼 自身は財産法修..lE計算(貸 借対照表修正)と 気づかず,修

正差額を純損益(修 正)と 解 した囲 ことに通 じるものがある。

次に,貨 幣項 目に対する一般物価水準保有利得 ・損失Q(貨 幣項 目保有損

益)が,双 対的解釈では明示されない点は,貨 幣価値変動会計(一 般物価水準

変動会計)を 名目資本会計か ら最 も明瞭に区別する標識がQで あるだけに,

貨幣価値変動会計の新たな 「一般的」解釈としては.卜分 とはいえないことであ

ろう。(も ちろん,財 産法修正計算ではQが 明示されないのは,計 算構造上,

自明である。)し かし,名 目資本会計(測 定単位の不変更)で はQは 計上され.

ないので,.貨 幣価値変動会計を,伝 統的会計(名 目資本会計)に 固執する会計

関係者一般に理解させる手段 として,双 対的解釈を提唱することには,一 定の

意味があると思われる。さらに,債 務者利益(貨 幣項目保有益,一 般物価水準

利得)の 顕現を忌避する会計関係者に貨幣価値変動会計の導入を勧奨するさい

に,一 つの説得的効果があろう。このような点に,双 対的解釈の伝統的財務諸

表から一般物価水準修正.財務諸表へめ架橋的意味があると思われる。(も っと.

も,前 掲の 「展開表」SpreadSheetに 貨幣項 目保有益がTotalPl.△Gains

として明示されているし,一 般物価水準修正利益に貨幣項目保有損益が含まれ

23)Mahlbe■g〔1923〕S.99-103.

24)中 居 〔1969〕102頁 。
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て い る こ と は,会 計 関 係 者 に と って 周 知 の事 実 で あ る こ.とも確 か で あ る。)

なお,貨 幣価値変動会計の一.一つの重点が,貨 幣価値を異にする名目会計数値

の集合物 となった会計記録を,単 一かつ同質の貨幣価値 ・一般:物価水準への換

`算 修正一 測定単位の変更にあるとみるとき
,貨 幣価値変動会計と名目資本会

計を同一の測定単位でおこなうとみる 「双対的解釈」には,問 題があろう。貨

幣価値変動会計を名目資本会計 と同一の測定.単位でおこないうると解釈できる

のは(名 目数値が異なった測定単位一...一般物価水準の下での集合物 という点

を別 として),現 在時点の貨幣価値 ・.般 物価.水準(測 定単位)へ の 「換算」

の場合gみ であ り,し たがって前進法(rollforward>駈:1修 正の場合に限られる。.

現在または過去の会計数値をそれ.より過去のある時点の貨幣価値 ・一般物価

水準に統一修正する遡及法(rollbackward)呂 δ1修正は,「現在性(updating)」

が欠如するゆえに,双 対的解釈は不能である2%こ れは,Ijiri双 対的解釈が,

前述の分析の通り,前 進法 ・財産法修正であることから当然である。遡及法謝

と前進法を統一する計算構造論は,現 在まで未見である。

前進法修正においても,双 対的解釈(同 一測定単位〉では,単 年度(現 在)

の利益修正は可能であるが,こ れを過年度の利益修正額と比較することは,貨

幣価値変動 ・一般物価水準変動がある場合は,両 年度(過 年度 と当年度)の 名

目資本会計財務諸表 ・一般物価水準財務諸表ともに同一測定単位で作成されて

いるとみることはできないので,繰 越換算(し たが って測定単位の変更〉なし

には不能となろう。 このような点よりして,双 対的解釈 は,貨 幣価値変動会

計 ・一般物価水準会計についての一一般的(包 括的)な 解釈 とはなりえないと考

えられる。

25)Ijiri〔 且976〕p.233で はcnrzentdoll,,,method.

26)Ij虻i〔1976〕p.233で は,basedollar皿ethod.

27)正,Lrと 〔1976〕P、233,

28)遡 及法 の定 式 化 につ い て は,中 居 〔1969〕98-101頁 、 中居 〔1975〕106-111頁 を 参照 。
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井尻教授 は,上 述の双対的解釈とは別に,異 なった測定単位で同一関係原則

の下に作成されるとの通説にしたがった貨幣価値変動会計 ・一般 物価水準変動

会計の定式化を利益修正に関して行なっている2':1(ただし,元 帳修正法は示さ

れず,損 益法による前進法修正が財務諸表修正法について示される)。それは,

筆者め定式化鋤 より洗練されているが,そ れ と基本的には同 一の計算構造 と考

えられるので,本 稿ではコメントしない。

「双対的」(dual)の 意味を,Hと1の 対比に限定される教授 の意図には反

するであろうが,筆 者は,同 一測定.単位 ・異種会計原則との前提には疑問を呈

するとしても,旧 稿鋤での損益法修正に対 して,財 産法修正 噺 解釈鋤の形は

とるが)の 提起により,そ こに教授の貨幣価値変動会計の計算構造論が,前 進

法修正については完結 した点に求めたい。

附記.:Ijiri〔1976〕 の 表題 に お け る 「DualInterpretation」 は 非 常 に訳 し に く く,火 原

〔1984〕 に お い て も 「新 た な 解 釈.」 と の み 訳 さ れ て い るが,本 稿 に お け る訳 語

「双 対 的 解.釈」 は,筆 者 の 質 問 に 対 す る返 信 の 中で,井 尻 教 授 自 身 が示 さ れ た も

の で あ る。
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